
保全公社発注工事の写真の撮り方
※○○は、「機械設備工事施工マニュアル平成29年版」のページを示します。
１　保全公社ホームページに掲載する可能性があるため、工事の主要か所の写真を着手前及び完成時に定点撮影をお願いします。撮影後、ワード形式のフォーマットに貼付けし、コメントを記載してください。このデータは完成図書ＣＤ－Ｒに入れて下さい。
２　写真には工事名、撮影か所（内容）、請負会社名を記入した黒板を入れて撮影して下さい。（P21）
３　黒板には施工した年・月・日及び施工内容等を記入してください。（P20～24）なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運用に基づき、改ざん検知機能を有するソフトウェアを利用した写真でも可能です。
４　施工前に現状写真を撮影して下さい。
（破損、汚れ等の現況を確認し、瑕疵の判断基準とするため。）
５　小さく判別しにくい部分は、全体を撮影し、部分と全体のセットで構成して下さい。
（水圧ゲージと時計など）
６　使用材料は、メーカー名、形状、寸法、規格が判読出来るように記載されている文字、記号、梱包のラベルなどを撮影して下さい。（P21）
７　仮設物（養生・囲い等）及び工事用看板を撮影して下さい。（P4）
８　接着系アンカーは各工程（穿孔⇒吸じん⇒ブラシ清掃⇒吸じん⇒カプセル挿入⇒
撹拌⇒養生⇒据付）毎に撮影して下さい。（P150）
９　塗料はJIS規格等によりますが、F☆☆☆☆等の塗料を使用する場合は、その物品と
銘板分かる撮影して下さい。（P133,134）
10 配管等の塗装は付着物、油を除去して下さい。
工程毎に撮影して下さい。調合ペイントの１回目と２回目は色を変えるなど２回塗りしていることが分かるようにして下さい。また、錆止めペイントの仕様は、塗装面で異なるため、注意が必要です。（P133,134,135）
・亜鉛メッキ面以外の鉄面（タンク本体）は、錆止めペイント２回、調合ペイント２回
・亜鉛メッキ面（SGP配管等）は、エッチングプライマー１回、錆止めペイント１回、調合ペイント２回
11 工程毎及び使用材料（特に塗料）の写真が無い場合は、再施工をお願いする場合がありますので、ご注意下さい。
12 産業廃棄物運搬車は、有資格者確認のため、ナンバープレート及びドア（会社名、
許可番号）を撮影して下さい。
自社運搬を行う場合は、受け入れ先が分かる写真を撮影して下さい。
　　※自社運搬を行う場合の注意
　　運搬車の表示事項（識別しやすい色の文字で表示する。）

	産業廃棄物の収集または運搬の用に供する運搬車である旨
	140pt以上の大きさの文字

	氏名または名称
	90pt以上の大きさの文字


140ptは約5cm、90ptは約3cm以上です。
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」が平成22年5月に改正され、
平成23年4月より施行されたので順守してください。
※1.　不完全な写真が入っていませんか？
　　　児童や第三者の顔が写っている、拡大しすぎ、遠すぎる、ピンボケなどの写真等
※2.　ヘルメットや安全装備の着用は良いですか？
　　　室内作業時にヘルメットの着用がない写真が多くみられます。
※3.　黒板の日付と写真帳の日付は合っていますか？
　　　完成図書のチェック時に見つかることが多く、修正に時間がかかります。
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